
広報かでな
昭和56年2月4日

縞集と発行

発行　窮　手納町役．喝

縞目■　企画経清樺広報係
▼904－02
京平納町■ナ：弱手絆は1番地
℡（098956）‖1ト‖14

印刷：ロータリー印刷

第123回

甘広報や、で令
国
民
年
金
の
請
求
は
早
め
に

国
民
年
金
は
、
年
金
を
せ
け
る
資

格
が
あ
っ
て
も
請
求
手
続
き
を
し
な

け
れ
ば
、
年
金
の
支
給
を
せ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

も
し
、
あ
な
た
が
次
の
ど
れ
か
に

該
当
す
る
甥
合
は
、
年
金
の
支
給
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
‖
T
H
に
請
求
の
r

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
老
齢
年
金
・
遺
書
老
齢
年
金
＝
六

卜
丘
歳
に
な
っ
た
と
き

●
障
害
年
金
＝
挿
書
方
に
な
り
た
と

●
母
子
年
金
＝
付
卜
官
艇
に
な
っ
た

●
準
母
子
年
金
＝
糾
吋
と
係
の
官
庭

か
、
姉
と
弟
妹
の
官
庭

に
な
っ
た
と
き

●
遺
児
年
金
＝
孤
児
に
な
っ
た
と
き

●
暮
♯
年
金
＝
域
帰
に
在
り
た
と
き

保
験
料
は
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す

団
艮
拝
金
の
保
険
料
は
所
得
税
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す
n
　
保
険
料
を
支
払

っ
た
人
は
、
本
人
の
分
は
も
ち
ろ
ん

官
族
の
分
も
人
．
1
め
「
社
会
保
険
料
招

除
」
の
扱
い
を
う
け
、
全
部
が
前
年

の
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
課
税
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
二
日
卜
六
日
か
ら
二

日
卜
丘
日
ま
で
に
行
う
所
得
税
の
確

定
申
告
の
際
に
は
、
昭
和
丘
十
正
年

中
に
納
め
た
阿
民
年
金
保
険
料
の
控

除
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
▲
」

ま
た
、
昨
咋
h
ハ
H
．
．
．
卜
日
ま
で
実

施
さ
れ
た
特
例
納
付
の
保
険
料
に
つ

い
て
も
同
様
で
す
。

な
お
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
問

い
人
目
か
せ
は
、
住
民
課
年
令
係
へ
と

う
そ
ハ

こ
く
樺
に
騨
う
ず

国
民
健
康
保
険
手
帳
の
検
認

現
在
、
砦
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
囲

艮
健
康
保
険
絃
保
険
書
証
へ
保
険
r

帳
一
は
、
．
二
日
．
．
卜
．
日
で
期
限
が

切
れ
て
使
え
な
く
在
り
ま
す
∩

保
険
卜
帳
は
、
隼
に
．
度
「
碩
認
」

を
せ
け
な
け
オ
l
ば
な
り
ま
せ
ん
ト
　
検

認
を
受
け
ま
せ
ん
と
、
川
日
．
‖
か

ら
は
保
険
r
樅
が
使
え
ま
せ
ん
の
で

御
・
汗
ぷ
ド
さ
い

町
で
は
、
．
．
〓
卜
h
ハ
日
よ
り
住
比

誹
窓
日
に
わ
い
て
「
検
認
」
を
行
い

ま・r．な
お
、
各
区
公
艮
飾
及
び
日
清
全

車
務
所
で
の
　
「
植
認
」
日
程
は
次
の

と
お
り
で
㌻
ヮ

日

　

時

西
浜
区
＝
二
．
U
h
∴
ハ
‖

西
区
＝
．
．
■
‖
九
・
卜
日

南
区
＝
．
一
日
卜
．
・
卜
．
．
‖

北
区
＝
二
H
十
二
・
十
六
日

中
区
＝
三
月
十
七
・
十
八
口

上
区
＝
．
一
．
月
十
九
・
二
十
日

東
区
＝
三
H
二
十
三
・
二
十
四
日

午
緒
二
時
よ
り
午
後
ヒ
時
ま
で

検
認
の
時
に
必
辛
な
も
の

●
国
民
健
嫌
保
険
手
帳

●
本
土
の
ハ
√
校
に
入
学
し
て
い
る

音
は
、
在
学
証
明
方
丈
は
入
学

証
明
吉

●
宮
庭
の
内
で
、
職
域
の
健
陳
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
が
い
れ

ば
、
そ
の
職
場
の
手
帳

●
印
鑑

●
保
険
税
の
未
納
分

な
お
、
町
民
税
の
所
得
申
告
書
も

同
畔
に
せ
付
け
し
ま
す
の
で
、
係
と

相
談
の
う
え
提
出
し
て
F
さ
い
。

¢
あ
り
が
と
う
　
　
ロ

ご
ざ
い
ま
し
た

ロ
．
〓
卜
L
日
、
人
J
r
∵
リ
ス
「

業
へ
代
女
君
入
城
次
朋
氏
一
た
り

即
社
会
板
柾
協
議
会
へ
丘
〃
日
の
　
ロ

こ
寄
附
が
こ
き
い
ま
し
た

ロ
．
‖
卜
L
日
、
圧
点
小
学
校
児

童
会
よ
り
、
歳
末
助
け
人
目
い
ぷ
撲

食
と
し
て
町
社
会
福
祉
協
議
分
へ

二
〇
、
一
：
H
の
こ
寄
附
が
こ

き
い
ま
し
た
（

円
い
L
H
、
財
用
法
人
野
里

比
ハ
迎
合
よ
り
、
歳
末
助
け
合
い
薫

撲
金
と
し
て
町
祉
会
福
祉
協
議
会

へ
．
〃
日
の
こ
寄
附
が
こ
き
い
ま

し
た
‥．

日
．
．
卜
二
日
、
字
嘉
手
納
四

八
〇
番
地
の
真
栄
‖
双
栄
氏
よ
り
、

故
真
東
川
現
れ
氏
の
香
典
返
し
と

し
て
、
町
社
会
扇
祉
協
議
会
へ
卜

〃
H
、
町
老
人
グ
ラ
フ
連
合
会
へ

ト
ト
〃
日
の
ん
日
計
二
十
万
円
の
こ
寄

附
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

凛
蓼
慮
虜

＼

◆

成
人
お
め
で
と
う

ふ
り
そ
で
婆
も
あ
で
や
か
に

嘉
手
納
町
成
人
式
が
中
央
公
民
館
ホ
」
ル
で

行
わ
れ
、
男
子
一
〇
七
名
女
子
一
〇
一
ゝ
毛
の

転
獲
錆
等
た
く
大
人
の
な
か

ノ
ノ
′
粂
㌍
央
再
．
″
】



広報かでな昭和56年2月4日

決意も新たに

町議会議員出揃う
を遠出　　「慧嘉に醤悪薫妄氏

昇一匝Il毎時議会

▲開事速報に見入る支持書仲央公民館ホール）

▲カーサ・ムーチイー作り（町立萌三保書所・1月9日）

▲事故　町出身力士■一海亀●’（役場応持・12月25日）

▲成人式（中央公民館・l月15日）

▲斬■書き初めよ（中央公民館・l月27日）　　　　　　　　　　▲新春マラソン大会（l月4日）

一5－

任
期
溝
√
に
伴
う
、
町
議
会
議
高

選
挙
が
．
‖
十
八
日
行
わ
れ
、
即
日

開
票
の
結
果
、
午
後
巨
．
時
に
は
．
．

十
議
席
（
規
卜
六
・
斯
．
．
．
・
一
几
．
】

が
決
ま
っ
た
く

へ
′
度
の
選
挙
は
、
前
回
と
同
描
定

数
二
卜
議
席
に
対
し
．
．
卜
．
人
が
斤
．

候
補
、
少
数
灘
戟
と
な
っ
た
ハ
　
そ
の

た
め
各
便
綿
と
も
二
上
位
以
内
を
め

さ
し
、
最
後
ま
で
激
し
く
し
の
ぎ
を

け
ず
る
選
挙
戦
を
展
開
し
た
。

投
票
率
は
、
八
九
∴
二
八
％
（
有

権
詣
八
、
八
六
八
人
・
接
票
総
数
し
、

九
・
．
二
．
人
）
　
で
、
前
回
の
八
九
・
止

し
％
を
わ
ず
か
に
F
－
・
】
l
つ
た
。

な
お
、
今
回
の
選
挙
か
ら
、
よ
る

九
日
定
例
議
会
に
お
い
て
制
定
さ
れ

た
　
「
お
声
納
町
ホ
ス
タ
ー
掲
示
場
設

都
条
例
」
に
よ
り
「
選
挙
運
動
用
ホ

ス
タ
ー
」
は
、
町
内
．
．
卜
持
所
に
設

椚
し
た
、
「
ホ
ス
タ
ー
掲
示
場
」
　
に

貼
り
川
さ
，
l
る
こ
と
に
な
り
、
「
き

れ
い
な
町
で
明
る
い
選
挙
」
が
行
わ

れた。

臨
時
議
会
を
開
会

町
議
会
は
、
抑
た
に
選
ば
れ
た
．

卜
幻
の
議
日
を
招
集
、
第
．
回
が
r

納
町
議
会
臨
時
会
左
．
日
．
．
卜
六
日

午
前
卜
時
に
閻
会
し
た
．

こ
の
臨
時
議
会
は
、
へ
′
使
用
力
年

間
の
議
会
運
前
を
進
め
て
い
く
た
め

の
人
事
を
決
定
す
る
た
め
に
開
か
れ

た
も
の
で
、
議
長
・
副
議
長
・
各
館

任
委
‖
及
び
委
日
長
の
題
目
が
行
わ

れ
、
次
の
辿
り
決
ま
り
ま
し
た
。
■

【
議
席
順
、
敬
称
略
）

議
長
…
…
比
嘉
冤
．

副
議
長
…
宮
城
篤
美

総
残
財
政
常
任
委
員
会

委
員
長
＝
渡
〓
度
目

副
萎
i
蓋
＝
川
場
盛
文

憂
え
＝
金
城
高
大
・
碑
…
山
門
朋
・

輿
那
覇
係
太
郎
・
宮
城
笥
堰

建
設
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長
＝
仲
｛
小
根
政
幸

副
委
員
長
＝
加
地
秀
雄

委
Å
＝
津
波
＃
沼
莱
・
稲
侮
成
刷
れ

処
問
太
郎
・
仰
木
弘
h
‖

文
教
社
会
常
任
委
員
会

委
員
長
＝
宮
や
永
清

副
委
兵
長
＝
高
良
文
日
日

委
員
＝
仲
舟
小
根
正
幸
・
川
仲
煉
栄

古
顔
世
徳
・
岩
井
義
信
・

徳
元
正
信

壬
地
対
策
特
別
委
Å
会

委
員
長
＝
岩
井
義
信

副
杢
i
長
＝
薔
山
哲
粥

委
i
＝
金
城
高
夫
・
仲
宗
棍
正
幸

H
仲
條
栄
・
奥
問
太
郎
∴
山

場
盛
丈
・
高
良
丈
日
日
・
宮
城

篤
実

監
査
委
A
＝
岩
井
義
信
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∴

（
鵠
席
順
・
敬
称
鴫
）
　
氏
名
年
令
　
①
臨
席
番
号
　
⑧
住
所
　
⑨
得
震
数

金
城
蔦
夫
（
四
七
）

①
一

②
字
幕
手
納
二
百
ノ
五

③
四
三
三
乗

舌
樹
世
律
（
四
五
）

①
六

⑧
手
水
釜
〓
八
ノ
四

③
．
二
六
〇
票

田
嶋
盛
文
（
四
八
）

①
十
一

②
字
幕
手
約
五
二
四

③
三
二
一
票

伸
宗
横
政
幸
（
五
五
）

①
十
六

②
字
幕
手
約
二
薗

③
四
一
六
乗

鶏
波
舌
清
栄
（
五
〇
）

①
二

②
字
屋
良
六
至

③
二
四
二
乗

渡
□
彦
情
（
五
日
）

①
三

②
字
嘉
手
納
四
七
一

③
五
六
一
乗

仲
乗
積
正
幸
（
四
三

①
四

②
字
高
手
納
三
一
四
ノ
八

③
三
二
五
票

田
伸
書
柴
（
三
六
）

①
五

②
字
幕
手
柄
二
九

③
三
九
九
票

曽
山
哲
男
（
四
八
）

①
七

②
字
屋
良
六
七
一
ノ
一

⑨
三
二
一
票

稲
■
盛
■
（
四
八
）

①
八

②
字
幕
手
納
竺
九

⑨
五
一
八
乗

土
間
太
郎
（
四
七
）

①
九

②
手
水
釜
至
八

③
四
二
一
票

仲
幸
弘
書
（
五
四
）

①
十

②
字
嘉
手
納
元
九

③
三
五
五
葉

岩
井
義
信
（
五
〓

①
十
二

②
字
幕
手
納
四
茜

③
三
四
八
乗

檀
元
正
信
（
五
八
）

①
十
三

②
字
素
手
納
至
ノ
一

③
四
四
七
票

福
地
勇
士
（
四
二
）

①
十
四

②
字
嘉
手
納
二
〇

③
二
七
九
票

高
鳥
文
■
（
五
こ

①
十
五

②
手
水
釜
一
高

⑨
四
四
二
葉

宮
平
泉
治
（
三
九
）

①
十
七

②
宇
嘉
手
納
五
二
7
九

③
二
七
六
栗

輿
郡
i
感
太
＃
（
王
杏

①
十
八

②
字
水
釜
軍
元
ノ
七

③
三
九
一
票

宮
城
t
i
芸
四
四
）

①
十
九

②
字
嘉
手
納
七
六

③
四
八
九
票

比
暮
董
〓
五
三

①
二
十

②
字
嘉
手
納
五
四
九

③
三
三
五
葉



昭和56年2月4日 広報かでな

毒．‥ざ
▲行政センター（役場庁舎）造成エ■曽エ（消防書ホ側・l月28日）

▲嘉手書l町新年会（中央公民館・1月4日）

▲幕l回中部地区■♯1年まつり（ホ凛爛川掴l日月10日）

一4－

パ
ノ
オ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス



広報かでな昭和56年2月4日

決意も新たに

町議会議員出揃う
を遠出　　「慧嘉に醤悪薫妄氏

昇一匝Il毎時議会

▲開事速報に見入る支持書仲央公民館ホール）

▲カーサ・ムーチイー作り（町立萌三保書所・1月9日）

▲事故　町出身力士■一海亀●’（役場応持・12月25日）

▲成人式（中央公民館・l月15日）

▲斬■書き初めよ（中央公民館・l月27日）　　　　　　　　　　▲新春マラソン大会（l月4日）

一5－

任
期
溝
√
に
伴
う
、
町
議
会
議
高

選
挙
が
．
‖
十
八
日
行
わ
れ
、
即
日

開
票
の
結
果
、
午
後
巨
．
時
に
は
．
．

十
議
席
（
規
卜
六
・
斯
．
．
．
・
一
几
．
】

が
決
ま
っ
た
く

へ
′
度
の
選
挙
は
、
前
回
と
同
描
定

数
二
卜
議
席
に
対
し
．
．
卜
．
人
が
斤
．

候
補
、
少
数
灘
戟
と
な
っ
た
ハ
　
そ
の

た
め
各
便
綿
と
も
二
上
位
以
内
を
め

さ
し
、
最
後
ま
で
激
し
く
し
の
ぎ
を

け
ず
る
選
挙
戦
を
展
開
し
た
。

投
票
率
は
、
八
九
∴
二
八
％
（
有

権
詣
八
、
八
六
八
人
・
接
票
総
数
し
、

九
・
．
二
．
人
）
　
で
、
前
回
の
八
九
・
止

し
％
を
わ
ず
か
に
F
－
・
】
l
つ
た
。

な
お
、
今
回
の
選
挙
か
ら
、
よ
る

九
日
定
例
議
会
に
お
い
て
制
定
さ
れ

た
　
「
お
声
納
町
ホ
ス
タ
ー
掲
示
場
設

都
条
例
」
に
よ
り
「
選
挙
運
動
用
ホ

ス
タ
ー
」
は
、
町
内
．
．
卜
持
所
に
設

椚
し
た
、
「
ホ
ス
タ
ー
掲
示
場
」
　
に

貼
り
川
さ
，
l
る
こ
と
に
な
り
、
「
き

れ
い
な
町
で
明
る
い
選
挙
」
が
行
わ

れた。

臨
時
議
会
を
開
会

町
議
会
は
、
抑
た
に
選
ば
れ
た
．

卜
幻
の
議
日
を
招
集
、
第
．
回
が
r

納
町
議
会
臨
時
会
左
．
日
．
．
卜
六
日

午
前
卜
時
に
閻
会
し
た
．

こ
の
臨
時
議
会
は
、
へ
′
使
用
力
年

間
の
議
会
運
前
を
進
め
て
い
く
た
め

の
人
事
を
決
定
す
る
た
め
に
開
か
れ

た
も
の
で
、
議
長
・
副
議
長
・
各
館

任
委
‖
及
び
委
日
長
の
題
目
が
行
わ

れ
、
次
の
辿
り
決
ま
り
ま
し
た
。
■

【
議
席
順
、
敬
称
略
）

議
長
…
…
比
嘉
冤
．

副
議
長
…
宮
城
篤
美

総
残
財
政
常
任
委
員
会

委
員
長
＝
渡
〓
度
目

副
萎
i
蓋
＝
川
場
盛
文

憂
え
＝
金
城
高
大
・
碑
…
山
門
朋
・

輿
那
覇
係
太
郎
・
宮
城
笥
堰

建
設
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長
＝
仲
｛
小
根
政
幸

副
委
員
長
＝
加
地
秀
雄

委
Å
＝
津
波
＃
沼
莱
・
稲
侮
成
刷
れ

処
問
太
郎
・
仰
木
弘
h
‖

文
教
社
会
常
任
委
員
会

委
員
長
＝
宮
や
永
清

副
委
兵
長
＝
高
良
文
日
日

委
員
＝
仲
舟
小
根
正
幸
・
川
仲
煉
栄

古
顔
世
徳
・
岩
井
義
信
・

徳
元
正
信

壬
地
対
策
特
別
委
Å
会

委
員
長
＝
岩
井
義
信

副
杢
i
長
＝
薔
山
哲
粥

委
i
＝
金
城
高
夫
・
仲
宗
棍
正
幸

H
仲
條
栄
・
奥
問
太
郎
∴
山

場
盛
丈
・
高
良
丈
日
日
・
宮
城

篤
実

監
査
委
A
＝
岩
井
義
信
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甘広報や、で令
国
民
年
金
の
請
求
は
早
め
に

国
民
年
金
は
、
年
金
を
せ
け
る
資

格
が
あ
っ
て
も
請
求
手
続
き
を
し
な

け
れ
ば
、
年
金
の
支
給
を
せ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

も
し
、
あ
な
た
が
次
の
ど
れ
か
に

該
当
す
る
甥
合
は
、
年
金
の
支
給
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
‖
T
H
に
請
求
の
r

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
老
齢
年
金
・
遺
書
老
齢
年
金
＝
六

卜
丘
歳
に
な
っ
た
と
き

●
障
害
年
金
＝
挿
書
方
に
な
り
た
と

●
母
子
年
金
＝
付
卜
官
艇
に
な
っ
た

●
準
母
子
年
金
＝
糾
吋
と
係
の
官
庭

か
、
姉
と
弟
妹
の
官
庭

に
な
っ
た
と
き

●
遺
児
年
金
＝
孤
児
に
な
っ
た
と
き

●
暮
♯
年
金
＝
域
帰
に
在
り
た
と
き

保
験
料
は
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す

団
艮
拝
金
の
保
険
料
は
所
得
税
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す
n
　
保
険
料
を
支
払

っ
た
人
は
、
本
人
の
分
は
も
ち
ろ
ん

官
族
の
分
も
人
．
1
め
「
社
会
保
険
料
招

除
」
の
扱
い
を
う
け
、
全
部
が
前
年

の
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
課
税
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
二
日
卜
六
日
か
ら
二

日
卜
丘
日
ま
で
に
行
う
所
得
税
の
確

定
申
告
の
際
に
は
、
昭
和
丘
十
正
年

中
に
納
め
た
阿
民
年
金
保
険
料
の
控

除
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
▲
」

ま
た
、
昨
咋
h
ハ
H
．
．
．
卜
日
ま
で
実

施
さ
れ
た
特
例
納
付
の
保
険
料
に
つ

い
て
も
同
様
で
す
。

な
お
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
問

い
人
目
か
せ
は
、
住
民
課
年
令
係
へ
と

う
そ
ハ

こ
く
樺
に
騨
う
ず

国
民
健
康
保
険
手
帳
の
検
認

現
在
、
砦
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
囲

艮
健
康
保
険
絃
保
険
書
証
へ
保
険
r

帳
一
は
、
．
二
日
．
．
卜
．
日
で
期
限
が

切
れ
て
使
え
な
く
在
り
ま
す
∩

保
険
卜
帳
は
、
隼
に
．
度
「
碩
認
」

を
せ
け
な
け
オ
l
ば
な
り
ま
せ
ん
ト
　
検

認
を
受
け
ま
せ
ん
と
、
川
日
．
‖
か

ら
は
保
険
r
樅
が
使
え
ま
せ
ん
の
で

御
・
汗
ぷ
ド
さ
い

町
で
は
、
．
．
〓
卜
h
ハ
日
よ
り
住
比

誹
窓
日
に
わ
い
て
「
検
認
」
を
行
い

ま・r．な
お
、
各
区
公
艮
飾
及
び
日
清
全

車
務
所
で
の
　
「
植
認
」
日
程
は
次
の

と
お
り
で
㌻
ヮ

日

　

時

西
浜
区
＝
二
．
U
h
∴
ハ
‖

西
区
＝
．
．
■
‖
九
・
卜
日

南
区
＝
．
一
日
卜
．
・
卜
．
．
‖

北
区
＝
二
H
十
二
・
十
六
日

中
区
＝
三
月
十
七
・
十
八
口

上
区
＝
．
一
．
月
十
九
・
二
十
日

東
区
＝
三
H
二
十
三
・
二
十
四
日

午
緒
二
時
よ
り
午
後
ヒ
時
ま
で

検
認
の
時
に
必
辛
な
も
の

●
国
民
健
嫌
保
険
手
帳

●
本
土
の
ハ
√
校
に
入
学
し
て
い
る

音
は
、
在
学
証
明
方
丈
は
入
学

証
明
吉

●
宮
庭
の
内
で
、
職
域
の
健
陳
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
が
い
れ

ば
、
そ
の
職
場
の
手
帳

●
印
鑑

●
保
険
税
の
未
納
分

な
お
、
町
民
税
の
所
得
申
告
書
も

同
畔
に
せ
付
け
し
ま
す
の
で
、
係
と

相
談
の
う
え
提
出
し
て
F
さ
い
。

¢
あ
り
が
と
う
　
　
ロ

ご
ざ
い
ま
し
た

ロ
．
〓
卜
L
日
、
人
J
r
∵
リ
ス
「

業
へ
代
女
君
入
城
次
朋
氏
一
た
り

即
社
会
板
柾
協
議
会
へ
丘
〃
日
の
　
ロ

こ
寄
附
が
こ
き
い
ま
し
た

ロ
．
‖
卜
L
日
、
圧
点
小
学
校
児

童
会
よ
り
、
歳
末
助
け
人
目
い
ぷ
撲

食
と
し
て
町
社
会
福
祉
協
議
分
へ

二
〇
、
一
：
H
の
こ
寄
附
が
こ

き
い
ま
し
た
（

円
い
L
H
、
財
用
法
人
野
里

比
ハ
迎
合
よ
り
、
歳
末
助
け
合
い
薫

撲
金
と
し
て
町
祉
会
福
祉
協
議
会

へ
．
〃
日
の
こ
寄
附
が
こ
き
い
ま

し
た
‥．

日
．
．
卜
二
日
、
字
嘉
手
納
四

八
〇
番
地
の
真
栄
‖
双
栄
氏
よ
り
、

故
真
東
川
現
れ
氏
の
香
典
返
し
と

し
て
、
町
社
会
扇
祉
協
議
会
へ
卜

〃
H
、
町
老
人
グ
ラ
フ
連
合
会
へ

ト
ト
〃
日
の
ん
日
計
二
十
万
円
の
こ
寄

附
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

凛
蓼
慮
虜

＼

◆

成
人
お
め
で
と
う

ふ
り
そ
で
婆
も
あ
で
や
か
に

嘉
手
納
町
成
人
式
が
中
央
公
民
館
ホ
」
ル
で

行
わ
れ
、
男
子
一
〇
七
名
女
子
一
〇
一
ゝ
毛
の

転
獲
錆
等
た
く
大
人
の
な
か

ノ
ノ
′
粂
㌍
央
再
．
″
】


